
土地改良・切り語り

1
相
互
依
存
の
深
化

　

若
い
時
に
読
ん
だ
経
済
学
の
入
門
書
の
冒
頭
に
、「
経

済
発
展
は
相
互
依
存
の
深
化
に
よ
る
」
と
あ
っ
た
。
村

落
の
中
で
完
結
し
た
時
代
か
ら
食
料
も
生
活
用
品
も
産

業
機
械
も
そ
の
原
料
も
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
る
。

人
々
も
世
界
中
に
旅
行
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
飛
び
回
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
豊
か
さ
を
手
に
入
れ
た
人
類
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
は
相
互
依
存
を
断
ち
切
る

よ
う
に
迫
っ
て
い
る
。
い
つ
ま
た
第
二
第
三
の
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
襲
う
か
分
か
ら
な
い
。
米
国
の
著
名
な
投

資
家
パ
ジ
ェ
ッ
ト
氏
は
ア
メ
リ
カ
の
航
空
会
社
の
株
式

を
す
べ
て
売
っ
た
と
い
う
。
長
期
的
に
考
え
て
元
の
需

要
に
戻
る
か
の
不
安
が
原
因
で
あ
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
は
危
機
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
も
あ
っ
た（
注
1
）。

　

今
回
は
土
地
改
良
の
舞
台
で
あ
る
農
業
・
農
村
の
ί

ϩ
φ
後
を
考
え
て
み
た
い
。

2
人
流
・
物
流
・
情
報
流

　

相
互
依
存
の
深
化
は
人
流
・
物
流
・
情
報
流
の
進
展

と
な
っ
て
現
れ
る
。
コ
ロ
ナ
危
機
は
人
流
・
物
流
に
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
情
報
流
の
価
値
を
高
め
た
。

　

人
流
面
で
は
非
接
触
社
会
の
出
現
に
よ
り
巣
ご
も
り

消
費
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
対
面
型
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
が
消
失
す
る
。
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）
や

入
国
制
限
に
よ
り
観
光
業
な
ど
は
大
き
な
影
響
を
受
け

る
。
交
通
機
関
の
需
要
は
コ
ロ
ナ
後
に
旅
行
な
ど
が
回

復
し
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
な
ど

が
進
む
だ
ろ
う
。

　

物
流
面
で
は
食
料
な
ど
の
必
需
品
を
中
心
に
注
文
販

売
や
通
販
が
増
加
し
、
家
庭
向
け
の
宅
配
な
ど
の
物
流

は
急
増
し
て
い
る
。
一
方
、
企
業
向
け
の
物
流
が
減
少

し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
生
産
地
と
消
費
地
の
分

離
か
ら
始
ま
り
、
今
や
物
資
の
取
引
の
国
際
化
ば
か
り

で
な
く
、
生
産
工
程
の
国
際
分
業
に
進
展
し
、
原
材
料
・

部
品
の
調
達
、
製
造
、
在
庫
管
理
、
配
送
、
販
売
、
消

費
ま
で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
連
鎖
）
を
形
成

し
て
い
る
。
連
鎖
を
担
う
ど
こ
か
の
国
の
企
業
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
で
連
鎖
が
分
断
さ
れ
る
と
、
関

連
企
業
の
生
産
・
流
通
が
止
ま
り
物
流
は
激
減
す
る
。

　

情
報
流
は
人
流
・
物
流
の
補
完
的
な
役
割
か
ら
部
分

的
に
代
替
的
意
味
も
持
つ
よ
う
に
な
る
。
物
流
で
入
手

し
て
い
た
本
・
レ
コ
ー
ド
・
C
D
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
入
手
で
き
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
で
出
張
は
不
要
に
な
る
。

銀
行
の
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
送
金
で
き
る
。
学
習
な

ど
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
は
人
流
か
ら
情
報
流
に
代
わ
る

可
能
性
が
あ
る
。

3
農
村
居
住
の
再
評
価

　

過
密
化
し
た
都
市
が
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
の
よ
う
な

疫
病
に
脆
弱
で
あ
る
こ
と
は
歴
史
上
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
一
四
八
四
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
っ
た
ペ
ス
ト
に
よ

り
、
人
口
の
三
分
の
一
が
罹
病
し
五
万
人
が
死
亡
し
た

と
言
わ
れ
る
ミ
ラ
ノ
に
居
住
し
て
い
た
レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
は
、
過
密
化
し
不
衛
生
な
都
市
改
造
案

を
提
示
し
て
い
る（
注
2
）。
都
道
府
県
毎
に
見
る
と
、
人

口
規
模
当
た
り
の
確
認
感
染
者
数
は
人
口
密
度
に
相
関

す
る（
注
3
）。
コ
ロ
ナ
危
機
の
よ
う
な
リ
ス
ク
へ
の
基
本

的
対
処
は
人
口
の
分
散
化
で
あ
る
。

　

東
京
の
よ
う
な
密
集
し
た
都
市
構
造
の
危
う
さ
が
露

25

（一社）総合政策フォーラム顧問　元杉 昭男

コロナ後の農業・農村政策

71౔஍վྑɹ���߸ɹ������ ●
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呈
し
、
そ
の
リ
ス
ク
が
認
識
さ
れ
た
。
巣
ご
も
り
消
費

は
自
宅
が
多
用
途
空
間
と
し
て
担
う
こ
と
を
意
ຯ
す
る
。

Φ
ン
ラ
イ
ン
技
術
を
׆
用
し
て
、
ࣗ
宅
が
౎
ࢢ
内
の
施

設
で
分
担
さ
れ
て
き
た
৬
場
ɾ
ֶ
ߍ
ɾ
保
育
Ԃ
ɾ
ප
Ӄ
ɾ

ޘ
ָ
ɾ
ス
ϙ
ー
π
ジ
ム
ɾ
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
機
能
を

担
う
。
地
価
が
安
く
広
々
と
し
た
居
住
空
間
を
実
現
で

き
る
地
方
・
農
村
居
住
は
そ
の
意
味
で
再
評
価
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
最
早
、
都
市
計
画
を
超
え
て
農
村
を
含
め
た

国
土
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
情
報
通
信

技
術
で
補
え
な
い
生
活
利
便
性
や
行
政
機
能
を
享
受
で

き
る
地
方
の
中
核
都
市
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
本
シ

リ
ー
ズ
12「
農
村
の
か
た
ち
」で
論
じ
た
よ
う
に
、
農
村

を
居
住
空
間
と
し
て
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

戦
後
の
農
村
整
備
・
農
村
計
画
の
制
度
は
、
昭
和

四
十
年
代
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
（
生
活
環
境
最
低

水
準
の
生
活
を
保
障
す
る
憲
法
第
二
五
条
の
生
存
権
）

に
基
づ
く
都
市
と
農
村
の
生
活
環
境
の
格
差
是
正
を
目

的
に
し
た
。
そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長
か
ら
安
定
経
済

成
長
へ
と
時
代
が
移
り
、
国
民
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
（
快

適
性
）
志
向
か
ら
農
村
居
住
選
好
性
の
高
ま
り
を
背
景

に
、「
誰
で
も
が
住
ん
で
み
た
い
村
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
実
施
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
後
は
国
民
的
課
題
と
し
て

の
疫
病
や
広
範
囲
な
自
然
災
害
に
対
処
す
る
公
共
目
的

が
浮
上
し
て
来
る
。
そ
の
際
の
手
法
は
、
密
な
オ
ン
ラ

イ
ン
空
間
と
疎
な
居
住
空
間
の
組
合
せ
で
あ
る
。

4
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
と
食
料
自
給

　

冷
戦
終
結
以
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
物
資
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
が
全
世
界
に
広
が
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
危
機
で
、
医
療
用
マ
ス
ク
、
防
護
服
、
人
工
呼
吸
器

な
ど
の
生
産
国
で
は
輸
出
禁
止
し
、
輸
出
入
の
中
継
点

の
国
が
製
品
を
差
し
押
さ
え
る
と
い
う
事
態
が
発
生
し

て
い
る
。
各
国
が
国
民
の
安
全
に
関
わ
る
戦
略
物
資
を

確
保
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た（
注
4
）。
貿
易
自
由
化
を
目

指
す
W
T
O
体
制
は
緊
急
時
に
機
能
し
な
い
の
な
ら
存

在
意
義
も
問
わ
れ
る
。
そ
こ
に
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の

「
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
叫
び
が
和
音
と
な
っ
て

響
い
て
い
る
。

　

国
際
協
調
に
よ
る
経
済
発
展
よ
り
主
権
国
家
の
安
全

保
障
を
重
視
す
る
政
策
は
、
戦
略
物
資
の
生
産
・
流
通

の
管
理
体
制
整
備
を
志
向
す
る
。
戦
略
物
資
の
自
給
と

と
も
に
、
同
盟
国
・
友
好
国
と
の
間
で
緊
急
時
の
物
資

融
通
も
重
要
に
な
る
。
食
料
は
最
重
要
戦
略
物
資
で
あ

る
。
過
去
に
も
世
界
的
な
食
料
危
機
で
は
輸
出
国
が
輸

出
規
制
を
行
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
食
料
の
安
定
供
給
体

制
の
確
立
に
国
民
的
な
関
心
は
高
ま
る
。
土
地
改
良
は

そ
の
関
心
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

　

情
報
流
の
拡
大
を
支
え
る
情
報
通
信
技
術
や
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
を
生
産
性
向
上
の
余
地
の
多
い
農
業
に
活
用
し
、

省
力
化
・
精
密
化
・
高
品
質
化
の
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト

農
業
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
危
機
で
は
外
国

人
の
技
能
実
習
生
が
来
日
で
き
ず
に
、
人
流
の
分
断
に

よ
る
生
産
の
縮
小
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農

業
は
コ
ロ
ナ
後
の
農
業
の
切
り
札
と
も
い
え
る
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
進
展
と
全
国
的
な
人
口
減
少
で
農

村
人
口
は
益
々
減
少
す
る
恐
れ
が
あ
る
反
面
、
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
在
宅
勤
務
に
よ
る
農
村
居
住
の
増

加
は
期
待
で
き
る
。
そ
れ
で
も
、
人
口
密
度
は
都
市
に

比
べ
極
端
に
低
い
。
従
来
の
農
村
整
備
で
は
、
用
排
水

路
や
農
道
な
ど
の
土
地
改
良
イ
ン
フ
ラ
と
の
一
体
的
整

備
で
、
不
効
率
な
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
避
け
た
。
ス

マ
ー
ト
農
業
に
必
要
な
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
で
も
、
土

地
改
良
に
も
農
村
の
生
活
に
も
在
宅
勤
務
な
ど
の
他
産

業
に
も
多
目
的
に
利
用
さ
れ
て
、
整
備
の
費
用
対
効
果

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
結
合
供
給
が
農
村

で
は
以
前
に
も
増
し
て
重
要
に
な
る
。

6
コ
ロ
ナ
後
の
世
界

　

コ
ロ
ナ
危
機
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
繁
栄
の
礎
が

い
か
に
脆
い
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
生
ん
だ
パ
ン
デ
ィ
ミ
ッ
ク
に
強
い
社
会
を
つ
く
る

こ
と
が
世
界
的
な
課
題
で
あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
、
安

全
と
監
視
の
兼
合
い
に
悩
む
民
主
主
義
体
制
よ
り
も
強

権
政
治
体
制
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
い
っ
た
恐
ろ
し
い

結
論
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

安
全
を
求
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
相
互
依
存
を

低
下
さ
せ
れ
ば
、
経
済
発
展
は
鈍
化
す
る
。
人
類
は
情

報
通
信
技
術
な
ど
の
英
知
で
経
済
発
展
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
試
さ
れ
て
い
る
。

（
注
1
） 

呉
軍
華
：
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
の
警
鐘
、
日
本
経
済
新
聞

Opinion

欄
、（
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
八
日
）

（
注
2
） 

日
端
康
雄
：
都
市
計
画
の
世
界
史
、
講
談
社
現
代
新
書
、

p166

（
二
〇
〇
八
）

（
注
3
） 

若
杉
隆
平
：
供
給
網
集
約
で
生
産
性
向
上
も
、
日
本
経
済
新
聞

Analysis

欄
、（
二
〇
二
〇
年
六
月
三
日
）

（
注
4
） 

四
月
の
緊
急
経
済
対
策
で
国
内
へ
の
生
産
回
帰
に
二
二
〇
〇
億
円

の
補
助
金
を
計
上
、四
〇
〇
社
超
が
協
力
申
出
た
と
言
わ
れ
る
。
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